
２－１　損傷の概要 【健全度の概要：各部材の詳細】

【健全度の概要：部材毎のまとめ】

定期更新 ： 防護柵、伸縮装置、排水管、支承

予防保全 ： 路面、床版、主桁、下部工、基礎工、護岸工

【考察】

第２章

　今年度の対象橋梁は１３橋である。そのうち、11橋で補修が必要である。ただし、劣化程
度は小さく、ほとんどの橋梁で補修開始時期である。健全度２と健全度１の判定橋梁がある
が、直ちに補修・補強は必要なく、順次対策を行うのが望ましい。対策の内容や優先順位に
ついては、同章２－３参照のこと。
　車両の通行に問題があるような緊急対策を要する橋梁はない。
　大型車規制は、駒野橋は現在の通行制限を継続する必要があり、辛亥橋は、新たに通行
規制を設けたほうが望ましい。

定期更新の部材と、予防保全の部材ごとに健全度をまとめた結果を図２－１と図２－２
にまとめる。定期更新を行ったほうがよい部材が全体の２７％程度ある。橋梁の長寿
命化を図る部材である予防保全に関しては、補修を開始したほうが良い部材が15％
程度である。

今年度の対象橋梁は、全体的に大きな損傷はない。主要部材では、支承と主桁の損傷に健全度３以
下が多い。
主桁は、施工不良に起因するものや、経年劣化によるものである。
支承は伸縮装置からの漏水により塗装劣化や腐食が発生している。また、今年度の損傷に、桁と桁
の干渉や、桁とパラペットの干渉などの遊間異常がある。これらは、海津市のゆるい地盤が関係して
いると推測でき、伸縮装置の漏水とともに、支承や支承モルタルの劣化の原因になっていると考えら
れる。緊急対策は必要ないが、今後も継続的に経過観察を行うこと、伸縮装置の非排水化による予
防保全を行うことで、機能停止を未然に防ぐ必要がある。

部材ごとに健全度をまとめた結果を図2-3にまとめる。健全度３以下の主な
損傷は以下のとおりである。

防護柵：コンクリート高欄の全体的な剥離・鉄筋露出
排水管：腐食及び断面欠損、経路の異常
支　 承：支承モルタルの欠損、腐食、支承下の空洞、支承の沈下
主   桁：鋼桁の塗装劣化、コンクリート桁の鉄筋露出

点検の結果
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図２－１ 定期更新の健全度内訳
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図２－２ 予防保全の健全度内訳
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図２－３ 部材別の健全度内訳



２－２　結果一覧表

路面 防護柵
伸縮
装置

排水管 床版 主桁 下部工 支承 基礎工 護岸工

× ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 5 4 5 4 4 4 3 5 5

× ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 4 5 5 4 5 4 1 5 5

× ○ ○ ○ ○ ×

5 5 5 5 5 5 5 5 5 4

× ○ ○ ○ × ○ ×

5 5 5 5 3 5 3 3 5 4

× ○ ○ ○ × ○

4 5 5 5 4 4 5 5 5 5

× × ○ ○ ○ ○

3 5 4 2 4 3 4 3 5 5

× × ○ ○

4 4 3 4 5 5 5

× ○ ○ ○ ○ ×

5 4 5 3 4 5 5 5 5

○ ○ ○ ○ ○

5 4 5 5 4 2 3 5 5

× × ○ ○ ○ ○

4 4 4 2 4 5 5 5 5

× × ○

3 2 4 3 5 5

× × ○ ○

4 4 3 5 3 4 5 5

× × ○ ○ ○ ○

4 4 4 3 4 3 5 3 5 5

合計　　13橋

30024 志津南谷橋 17.1 昭和28年03月 無 有 必要なし

昭和47年01月 無 有 必要なし30025 志津北谷橋 15.4

・排水管の腐食により健全度２がある

30008 山崎南谷橋 16.1 昭和35年09月 無 有 必要なし ・防護柵の全体的な剥離・鉄筋露出により健全度２がある

昭和58年06月 無 有 必要なし30004 上之橋 18.6

・桁側面のひびわれの経過観察が望ましい

30001 駒野橋 73.2 昭和37年-月 無 有 継続 ・主桁の鉄筋腐食により健全度２がある

平成03年09月 無 有 必要なし20010 脇野橋 25.9

・Ｆ１１Ｔボルトが２本抜けている。経過観察が必要
・排水管の腐食により健全度２がある

20004 江東高位部排水路４号橋 17.0 昭和54年-月 無 有 必要なし

昭和48年11月 無 有 必要なし20001 上大榑橋 35.3

・橋脚上の遊間異常の経過観察が必要

10021 小島橋 32.5 平成01年03月 無 無 必要なし ・橋座のごみの除去が必要

昭和44年03月 無 有 必要10008 辛亥橋 40.7

・路面添加管の移設が必要
・支承の損傷により健全度１がある

10007 稲山橋 28.0 平成01年09月 無 無 必要なし ・護岸の経過観察が必要

昭和43年03月 無 有 必要なし10002 万寿新田大橋 60.4

点　検　結　果
上段：通常維持管理
下段：修繕計画（最低値） 緊急対策

の有無
大型車の

規制
備　　考

無 有 必要なし ・路面添加管の移設が必要10001 福江橋 20.0

橋梁名 橋長（ｍ） 竣工年月橋梁ＩＤ
補修の有

無

昭和43年03月


